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平成 22 年度第１回 FD 戦略による教員海外派遣・調査研修報告書 

 

英語による教育の方法とその効果 

 

 

研修・報告者：申琪榮（シン・キヨン） 

所属：大学院人間文化創成科学研究科 人間科学系 ジェンダー社会科学専攻 

期間：２２年 ７月 ２８日～ ２２年 ８月 １８日（２２日） 

派遣先：梨花女子大学（韓国 ソウル市） 

受け入れ先：梨花女子大学『アジア女性学センター』 

 

研修目的 

 

本研修の目的は、本学との協定校であり、いち早く国際化を進めてきた韓国ソウル市の梨

花女子大学を訪問し、当該大学が夏期休み中に実施している二つの教育プラグラムについて

調査を行うことであった。調査対象のプログラムは International Co-ed Summer School

（2nd Session）と International Studies Program であり、いずれも全課程を完全に英語で

行っている。また、両プログラムは女子大という制限を超え、男女共学のプログラムとして

運営している。International Studies Program はその対象を高校生に広げている特徴もあ

る。 

本研修は、それらプログラムの実施状況や効果を調査することによって、本学でも検討を

始めている英語による教育プログラムの可能性やその具体的な方法を模索するに参考事例

を提供することを目的とした。 

 

研修方法 

 

International Co-ed Summer School の場合は、派遣期間中に第二セッション（８月４日

～８月１７日）が行われたため、直接授業を参観させてもらった。また、このプログラム運

営担当者へのインタビューを実施し、派遣期間中にはすでに終了していた第一セッション

（６月２３日～７月２０日）をも含めたプログラム全体の内容や運営状況について具体的な

状況を伺った。参考としてプログラム紹介用のパンプレットも入手した。 

International Studies Program については、派遣期間中に参与観察は実施できなかった

が、プログラム運営担当者にインタビューを行うことで実施状況について情報がえられた。

また、授業を担当した梨花女子大学の教員にもインタビューを行った。 

 

以下、各プログラムについて調査内容を具体的に報告する。 
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International Studies Program (ISP) 

 

概要 

International Studies Program は、2001 年から当該大学の国際学部（スクレントン大

学内）主催で、国際学に関心をもつ全国の高校生を対象に短期授業を提供するプログラム

である。授業は全課程において英語で行われるので韓国人・外国人を問わず参加すること

が可能である。 

プログラム実施最初は、年２回、夏／冬休みに実施し、主な対象は国際学部に進学する

ことを希望する高校生である。初期の関心度は高く、毎回大体３０名程度の履修者があっ

た。 

 

仕組み 

具体的な内容としては、国際学を内容とする４科目（例えば Multiculturalism など）を

２週間半に渡って受講し、計７２時間を受講する集中講義形式である。受講生は午前３時

間（１科目）、午後３時間（１科目）に分けて１日６時間２科目の授業に出る。授業の内容

によってはフィールドトリップなどに出かけることもある。授業はほとんどの場合、スク

レントン大学の国際学部またはスクレントン学部（リベラルアーツ学部）の教員により行

われる。担当教員には incentive として一科目に３００万ウォン（２３万円程度）が支給さ

れるそうだ。 

 

募集と受講料 

受講生の募集は、全国の高校を対象に新聞広告、案内文発送、ＨＰを通じて行っている。

選抜は書類審査と英語面接を行う。受講料は１７８万ウォン（１４万円程度）、さらに、地

方から来る学生は寮に宿泊することが可能だが、別途２０万ウォン（１万５千円）ほどの

宿泊費を収める必要がある。履修後は Certificate をもらえるが、受講生が梨花女子大学に

進学しても単位として認めることはない。 

 

現在の課題 

１０年間実施した現在は、受講生の資格を高校生から大学生や院生にまで広げている。

その主な理由として国際学に触れるチャンスが多くなったことにつれ、段々高校生の受講

生は減ってきたことがある。また、受験勉強に忙しい高校生にとって、時間を取って履修

しても直接大学進学に有利になるわけではないからでもあろう。近年は夏休みのみ実施し

ているが、今年（２０１０年）は受講生が９名に落ち込んだため、このプログラムを今後

も継続すべきなのかについてさらなる検討が行われるようである。 
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おそらく高校生を対象とする国際学プログラムは、大学としての社会的貢献、また、大

学の国際化水準のアピールとして大きい意味があろうが、進学と無関係な制度で純粋に受

講生の関心のみで実施される制度は、高校生の履修者の衰退に導かれると思われる。 

 

International Co-ed Summer School 

 

概要 

International Co-ed Summer School は、夏期休みに韓国を訪問する海外の大学生を

対象に時期別に二つセッションにわけて実施する単位交換プログラムである。本プログ

ラムは韓国でもっとも長い４０年の歴史を持つ国際サマースクールと言われている。近

年までは４週間（６月末から４週間）の集中講義形式の第一セッションのみを実施して

きたが、最近韓国の文化に関心を持つ海外の学生が増加した現状を踏まえ、より短期（８

月の２週間）の第二セッションを新たに設けることになった。そのような背景から両セ

ッションは受講対象やプログラムの性格が若干異なっている。 

 

第一セッションの内容 

（６月２３日～７月２０日） 

このセッションは韓国社会や文化に関心を持つ海外の男女大学生を対象に、単位交換

が可能なサマースクールである。提供科目は４つのカテゴリ（Liberal Arts, Music Art 

& Design, Social Sciences, Business&Economy)で計２０ヵ科目である。 

      

カテゴリと科目一覧              ブクレット 



4 

 

学生は２つの科目を選択し６単位を取得する。午前２時間３０分の１科目を受講する

が、午後はさらに１科目を取るか、または韓国語を学ぶ。月曜日から木曜日は以上のよ

うな授業を行うが、金曜日と土曜日は韓国社会やその文化が体験できる Field Trip に出

かける。フィ－ルドトリップの場所として民俗村、DMZ (Demilitarized Zone)，B-Boy

公演観覧、吐露フェスティバル、放送局などが含まれている。 

 

受講生の特徴 

今年は１９０名の学生が受講したという。その中、アメリカからの学生が大体５０％、

ヨーロッパが３０％ほどで、海外韓国人は４０％がいた。男女比率は男性大学生が２～

３割ほどといわれた。第一セッションは大体の場合、すでに梨花女子大学と協定を結ん

でいる海外の大学（７００ヵ校にのぼる）の学生が単位交換制度を利用して参加してい

る。四〇年の歴史があったため、中ではご両親が学生の時代に同プログラムに参加した

ケースもあった。学生の関心はリベラルアーツ科目や韓国文学に大いにあるという。 

 

講師やサポート体制 

第一セッション講師の場合、梨花女子大学の教員が３割ほどを示し、７割は非常勤講

師である。すべて英語で行われるため、海外から若手の講師を招聘する場合が多い。毎

年１５～１８名ほどの講師が海外から参加する。講師には旅費と宿泊費、相当の講師料

を支給する。 

プログラムの実施主体は国際交流チームである。この事業のためのインターン１名を

採用し、手伝ってもらっている。梨花の国際交流チームは英語力を持った職員でこのプ

ログラム以外にも年間約３００名の交換留学生をサポートしている。特に

International Co-ed Summer School のための外部資金を獲得してはいない。 

受講生の学生は全員大学院生用の寮で過ごす。学費は２３０万ウォン（１８万円） 

 

第二セッションの内容 

（８月４日～８月１７日） 

第二セッションは二つの理由によって、新たに設けられた。一つはより短期間で韓国

の文化を体験したいとの希望に叶えるためである。このプログラムは最近の韓流ブーム

から生じる日本を中心とするアジアの学生の関心に合わせたものという。従って、単位

取得より、文化体験にもっと重点を置いたプログラムとして構成している。 

もう一つの理由は、特に日本の大学のスケジュールが諸外国と異なる点を考慮したた

めである。ちなみに、日本の大学７月末まで授業が続くため、日本の大学生が第一セッ

ションには間に合えなくなる問題を解消するためである。また、第二セッションは英語

が得意ではない学生であっても充分に授業に出ることができるような内容としている

特徴も持つ。 
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今年はアジアからの学生を中心に約９０名の学生が参加し、かつ日本人の学生が半数

以上を占めた。協定校であるため、本学からの参加者もいた。 

 

プログラムの特徴 

プログラムの構成は第一セッションとは違って、授業の選択はなく決まったプログラ

ムに全員が参加するような形式を取っている。終了後は３単位を取得する。 

以下の写真はプログラムの内容である。 

 

 

 

プログラムでは大きく次の４つの内容で構成される。 

１． 韓国語の集中講義：平日の午後は毎日韓国語の授業が行われる。 

２． スペシャルレクチャー：英語で行うが、テーマは韓国の映画、歴史、音楽、韓国

家族や文化、美術などで参加型授業として行われる。 

３． フィールドトリップ：韓国の文化が理解できる歴史的な場所や現代文化が体験で

きる放送局、各種公演などを訪問する。 

４． Orientation Trip：週末に１白２日間全州市を訪れ、伝統アートや生活文化を体験

する。 
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スペシャルレクチャーは参加型授業として行われ、学生からの関心が高い。以下の写

真は韓国の音楽をテーマとした授業の風景を写ったものである。講師（梨花女子大学の

音楽学部教授）の説明に従って学生たちが実際に伝統楽器（チャング）を使ってリズム

を演奏する体験をしている。 

 

スペシャルレクチャーの風景 

 

 

授業中に配られたレジュメ 

 

 

第二セッションの学費は１３０万ウォン（約１０万円）で、第一セッションの受講生

と同じく全員寮に宿泊することが可能である。 

 

考察 

 

梨花女子大学は早くから国際化に力を注ぎ、その一環として夏期休みの

International Summer School にも熱心に取り組んできた。対象を国際的に広げるため

に、英語で授業を行う環境を備えることや、他大学との競争で勝ち抜くために、梨花特

有の教育環境を作ることにも気を遣っているように思われる。例えば、韓国で競争相手
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になる有名共学私立大学が実施しているサマースクールと比べ、梨花女子大学は、より

小規模のクラスで、授業の内容が充実し、大学が細かく学生の面倒をみるようなスタイ

ルを打ち出している。そのようなスタイルは受講生の中で評判が高いそうだ。 

 また、男性学生にも働きかけるなど、International Studies Program の試みで分か

るように形式や対象をより広げるために様々な試みをしているのも印象深い。参加者は

アメリカ、ヨーロッパ、アジアの学生と、すでに海外に留学している韓国人の学生も夏

休みに韓国に戻ってサマースクールに参加するなど、受講生の範囲が広い。 

もう一点指摘すべきなのは、大学のインフラの充実である。国際交流チームは１１名

の規模で世界各地の７００校にのぼる締結校と交流をサポートしている。私の受け入れ

も国際交流チームが担当してくれた。 

サマースクールにさらに授業を担当する教員に対しても充分な報酬を保障している

のも目立つ点であった。 

 


